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研究成果の概要（和文）：不安定核における低エネルギーのisoscalar monopole, isovector/isoscalar dipole
を新しい理論手法を用いて解析した。valence neutron oscillation mode, トロイダル、クラスターモードの３
つのタイプの低エネルギーモードを示した。
odd-odd核でのpn相関を調べて、Gamow-Teller(GT)遷移におけるpn相関の果たす役割を明らかにした。
 16Oの4α四面体構造、12C+αクラスター構造を調べ、実験の反応断面積から核表面でのαクラスター確率を評
価する方法としてこれらの反応が有効であることを示した。

研究成果の概要（英文）：isoscalar monopole, isovector/isoscalar dipole excitations in light stable 
and unstable nuclei have been studeid with a newly constructed method based on the antisymmetrized 
molecular dynamics.It was found that three types of modes, valence neutron oscillation, troidal 
mode, and cluster mode, contributes to the low-energy dipole strengths.
The pn correlations in Z=N=dd nuclei have been also studied. The roles of the pn correlation in the 
Gamow-Taller transitions were discussed.
In the structure study of 16O, various types of cluster structures of the tetrahedral 4-alpha, 12C+
alpha, and 4-alpha gas states, were studied.The alpha cluster probability at the surface was 
evaluated and discussed in relation with the experimental observations of those cluster states.

研究分野：原子核理論

キーワード： クラスター　不安定原子核　分子動力学

  ２版
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１．研究開始当初の背景 
原子核では、シェル構造や魔法数に代表され
る”独立粒子描像”（平均場的性質）が成り
立つ一方で、核子間の引力で引き起こされ
る”核子相関”もかなり強い。空間的な核子
相関の典型例がクラスター現象（複数の核子
が集まってサブグループを作る現象）である。
近年の実験技術の進歩により、原子核基底・
励起状態の諸性質が明らかになり、新奇な現
象が数多く見つかっている。特に、不安定原
子核におけるクラスター構造・クラスター励
起の出現は原子核の新しい現象として注目
されている。 
平均場的性質とクラスター的性質の共存が
多様な原子核現象の要因の一つであり、励起
エネルギーの軸で考えれば「平均場状態←
（クラスター形成・壊れ）→クラスター励起
→クラスター共鳴・散乱状態」のように連続
的に変遷する。低エネルギー状態から共鳴・
散乱状態までの現象を解明するには、平均場
的性質とクラスター的性質の共存を記述す
ることが必要不可欠である。実験技術の進歩
により安定・不安定原子核の励起状態、散
乱・反応の実験データが増大する中で、クラ
スター形成や壊れを取り入れた微視的理論
模型による研究が切望されていた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、微視的理論模型の一つである反
対称化分子動力学法、および、拡張した微視
的クラスター模型を用いて、原子核励起状態
に現れるクラスター状態を研究し、核子相関
によって引き起こされる核表面でのクラス
ター形成のメカニズムを解明するとともに、
クラスター崩壊の閾値エネルギー近傍での
クラスター発達を研究し、α崩壊幅、原子核
散乱、原子核反応への寄与を調べることで、
未知のクラスター状態の理論的予言を行い、
実験的探索に貢献することである。 
 
３．研究の方法 
反対称化分子動力学法は、平均場状態とクラ
スター構造を同時に記述できる手法である。
全ての核子を独立に扱うことでクラスター
を仮定しない理論計算が可能である一方で、
核子のグループ化によりクラスター形成や
壊れを記述することができる。反対称化分子
動力学法に適切な拘束条件を課すなどによ
って、この手法の拡張を行い、高い励起状態
を記述できる枠組みを構築する。構築した理
論的枠組みを用いて、p殻、sd殻領域の安定
原子核・不安定原子核の励起状態を調べ、励
起状態のクラスター形成・クラスター壊れ、
励起モードにおけるクラスター構造の寄与
を研究する。反対称化分子動力学で得られた
知見に基き、微視的クラスター模型に対して
クラスターの壊れを取り入れた拡張を行い、
クラスター間の相対運動を精密に記述する。
一連の研究により、安定・不安定原子核に現
れる道の励起モードの理論的予言を行い、ク

ラスター構造の寄与を調べる。これらの状態
について、クラスター崩壊幅の計算、核表面
でのクラスター存在確率を求め、クラスター
形成と壊れの度合いを定量的に議論する。そ
れらの理論値を用いて、原子核散乱、原子核
反応への寄与を調べ、クラスター状態探索の
実験の可能性を検討する。 
 
４．研究成果 
(1) 
不安定核における低エネルギーの 
isoscalar monopole, isovector/isoscalar 
dipole を新しい理論手法を用いて解析した。
軽い核では、新しい励起モードとしてクラス
ターモードが現れ、isoscalar/isovector 遷
移が強いという特徴をもつことを示した。
dipole モ ー ド で は valence neutron 
oscillation mode, トロイダル、クラスター
モードの３つのタイプの低エネルギーモー
ドが存在し、トロイダルモードは変形クラス
ター（部分系）の回転運動による励起として
理解できることを示した。具体的な系として
は、10Be,12C,16O において、low-energy 強
度に有意なトロイダルモードを予言した。 
(2) 
odd-odd核でのpn相関を反対称化分子動力学
法よって調べ、Gamov-Teller(GT)遷移におけ
る pn 相関の果たす役割を明らかにした。
p-shell の Z=N=odd に加え、sd-shel 領域に
研究を進め、22Na の GT を調べた結果、軽い
核では GT 遷移が低エネルギーの１つの状態
に集中するのに対して、質量数の増加ととも
に GT強度分布は fragment しエネルギーが高
くなっていく現象(GT-fragmentation)が見
られ、観測事実と一致した結果を得た。
GT-fragmentation の現象を変形原子核の表
面におけるpn相関のSU(4)対称性の破れの観
点で説明できるという非常に独創的な知見
を得た。 
(3) 
 16O のクラスター構造を調べ、4α四面体構
造、12C+αクラスター構造、および 4α気体
状態が励起状態に共存して現れることを理
論的に示した。α崩壊幅を計算し、実験で観
測されている励起状態の対応付けを明らか
にした。核表面でのα存在確率を調べ、α移
行反応で検証できるかについてα移行反応
を RCNP グループとの共同研究により行い、 
実験の反応断面積から核表面でのαクラス
ター確率を評価する方法としてこれらの反
応が有効であることを示した。 
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